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【発表のポイント】 

●東北大学は、世界初商用量子コンピュータを実現した D-Wave Systems 社と提

携して、量子コンピュータを利用した研究開発を開始する。 
●D-Wave マシンが得意とする、多くの候補から最大の利益、最高の効率を発揮す

るような選択をする「最適化問題」、多くの可能性を瞬時に試し打ちをした結果を出

力するサンプリング技術による「機械学習」の分野で、東北大学の研究を多くの企業

の実際的問題解決に利用。 
●大学として学生や研究者からなる研究チームを構成して、量子コンピュータを柱

とした研究開発、地域交流、社会的問題解決を可能とする人材育成を推進する。 
 

【概要】 
世界中で競争が進む人工知能の開発。その鍵を握るのは、大規模なデータ、そし

てそのデータを処理するための高速な計算技術、またそれを実行するコンピュータで

す。そのような背景のもと、世界各国で専用のコンピュータを作る動きが加速していま

す。その一つの大きな動きが「量子アニーリング」という方法を採用した量子コンピュー

タです。この新方式の量子コンピュータを世界で初めて実現に成功して、商用販売を

開始したのがカナダの D-Wave Systems 社です。 
東北大学大学院情報科学研究科大関真之准教授は、科学技術振興機構（JST）

が推進する研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム（START）の支援を受

けて、D-Wave System 社が開発した最新の量子コンピュータ「D-Wave 2000Q」の

利用を開始しました。 
D-Wave 2000Qは、2000個に及ぶ要素からなる複雑な情報を独自の方式で扱うこ

とができます。東北大学では、この D-Wave 2000Q を利用した量子アニーリングその

ものの潜在的可能性を追求する基礎研究と実社会問題への適用をする応用研究の

両者を推進します。 
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東北大学、D-wave マシンを活用した研究開発を開始 
量子コンピュータが加速する最適化技術・機械学習の実用的展開を推進 



 D-Wave 利用者用のシステムは、Lockheed Martin 社, Google 社, NASA Ames 研

究所, Los Alamos研究所や他の機関が利用しているものを含めてアメリカに設置

されています。近年では日本でも興味・関心が高まってきており、今年の夏に

は量子アニーリングの国際会議が開催され、株式会社リクルートコミュニケー

ションズや自動車関連企業などで D-Wave システムをクラウド利用する流れが

進んでいます。さらに、早稲田大学田中宗准教授や株式会社 Fixstars と次々と利

用者・企業が増えています。その流れをさらに加速するべく、東北大学は、日

本の国立大学、研究機関として初めて量子アニーリングマシンを利用した研究

開発プロジェクトを発足します。各種産業で潜在的に利用されている最適化問

題の高速解法によるサービスの効率化、新規サービスの開拓などを企業ととも

に連携しながら取り組み、研究活動において蓄積されたノウハウを公開して、

量子アニーリング技術の普及を進めます。



 

 

【キーワード】 
量子アニーリング：名前に「量子」とあるように、私たちの日常的な生活スケールに比

べると非常に小さい原子や分子などの動きを決める量子力学による動作原理を利用

します。量子力学特有の現象である「重ね合わせ」の状態を利用することで、量子ア

ニーリングは、複数の可能性を同時に保持しながら最善の選択を見つけ出すことを

得意とします。 
量子アニーリングでは、上と下を向く小さな磁石（スピン）の性質を利用し

ます。そこに横向きに磁場をかけることにより、「上向き、かつ、下向き」の磁石の状

態を作り出して、どちらの向きを取れば磁石にとって最善の状態となるのかを探索し

ます。この性質を巧みに利用して、現実の社会で有効な解決策を探る「最適化問題」

の高速解法としようというのが量子アニーリングの発想です。最適化問題には配送経

路の最適化、ポートフォリオの最適化、スケジュール管理の最適化などあらゆるサー

ビスの効率化につながる多様な応用例があります。この磁石の上向き、下向きを配送

経路の選択で言えば、この道を選ぶか選ばないか、に対応させます（図 1）。非常に

広い範囲の最適化問題をイジング模型と呼ばれる磁石の模型に対応付けを行うこと

により、量子アニーリングが社会問題の解決に貢献することが可能となります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【参考文献】 
[1]量子コンピュータが人工知能を加速する 西森秀稔、大関真之著（日経 BP 社） 
[2]先生、それって「量子」の仕業ですか？ 大関真之著（小学館） 

図 1：最適化問題と量子アニーリング 
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